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男女共同参画社会の実現をめざして

「自分らしく、いきいきと暮らせるまち“はむら”」

令和７年３月

羽　　村　　市

羽村市男女共同参画基本計画
進ちょく状況調査報告書

令和5年度（2023年度）実績





１　目　 　的

２　調査対象

全庁

３　調査時期

令和6年5月～6月

４　調査項目　　全85事業（うち再掲事業6事業）

令和5年度実績、実績に対して特記すべきこと（評価、課題と改善点）、進ちょく状況

５　評価結果

進捗状況 事業数 割合(%)

進行中 79 92.94%

遅延 0 0.00%

完了 0 0.00%

計画事業なし 0 0.00%

再掲事業 6 7.06%

合計 85 100.00%

羽村市男女共同参画基本計画　【令和5年度実績】　進ちょく状況調査概要

「羽村市男女共同参画基本計画実施計画」に掲げる事業の令和5年度の実績、評価、
課題と改善点及び進ちょく状況を明らかにするため、令和5年度実績を基に評価を
行ったものである。
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羽村市男女共同参画基本計画進ちょく状況一覧　　【令和5年度実績】

評       価 課題と改善点

（１）人権
教育・啓
発の推進

1 人権に関する意識啓
発

街頭広報や人権メッセージパネル展、人権
作文の募集などを実施し、男女共同参画、
人権尊重に関する啓発活動を行う。

①②④ 継続 総務課

2 「行政・人権身の上相
談」の実施

人権侵害や人権に関する不安、悩みなど
に関する相談について、適切に対応できる
よう、相談者のプライバシー保護に配慮し、
実施する。

①②④ 継続 秘書広報課 杏林大学との包括連携に基づき、学生
の市の事業への参加やインターンシッ
プなどにより、まちづくりへの参加機会
を創出した。
（ア）市の事業への学生の参加・協力
・BLS等救命救急講習会

3 人権・男女共同参画に
関する図書・資料の収
集・提供

人権・男女共同参画に関する図書や資料
を収集し、積極的な情報提供を行う。

①④ 継続 総務課

図書館

基本目標１　人権の尊重

実績に対して特記すべきこと
施策 主な取組 № 事　業　名 事業概要

主な
取組み

区分 担当課 R5年度実績
進ちょく
状　況

①家庭における
人権の尊重
②職場における
人権の尊重
③学校教育にお
ける人権の尊重
④地域における
人権の尊重

　令和5年度の進ちょく状況を下記の区分により掲載

　進行中：計画通り進行している事業

　完了：計画通り事業が完了した事業

　遅延：計画から遅延している事業

　斜線：再掲事業

令和5年度に行った事業実績について記載

令和5年度に行った事業実績に対する担当課の評価を記載

今後の課題と改善点及び見通しについてを記載

　新規：令和5年度に新たに実施する事業

　レベルアップ：既存事業であるが、レベルアップ事業として本計画に新たに盛り込
む事業

　継続：前年度から継続して取り組む事業
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羽村市男女共同参画基本計画進ちょく状況一覧　　【令和5年度実績】

評       価 課題と改善点

1 人権に関する意識啓
発

街頭広報や人権メッセージパネル展、人権
作文の募集などを実施し、男女共同参画、
人権尊重に関する啓発活動を行う。

①②④ 継続 総務課 （ア）著名人からの人権メッセージパネ
ルの展示、啓発用ポケットティッシュの
配布による啓発事業を実施した。
①はむら市民と産業のまつり
実施日：令和5年11月4日（土）・5日
（日）
②人権メッセージパネル展
実施日：令和5年11月24日（金）～12月
11日（月）
観覧者：303人

（イ）広報はむら11月15日号に人権週間
及び人権啓発記事を掲載した。

幅広い世代に対する啓発
を行い、人権についての
関心や理解を深める機会
を提供することができた。

多様化する人権問題につ
いて、幅広い世代に対す
る人権啓発活動を継続し
て実施していく。

進行中

2 「行政・人権身の上相
談」の実施

人権侵害や人権に関する不安、悩みなど
に関する相談について、適切に対応できる
よう、相談者のプライバシー保護に配慮し、
実施する。

①②④ 継続 秘書広報課 行政相談員による行政相談と、人権擁
護委員による人権身の上相談を12回実
施した。
行政相談：1件
人権身の上相談：5件

相談者が抱えている問題
を解決するための支援を
行った。

引き続き、庁内各部署及
び、関係機関との連携を
強化しながら、相談者プラ
イバシー保護に配慮し、
相談体制の充実を図って
いく。

進行中

総務課 人権・男女共同参画に関する各関係機
関の資料等について、総務課窓口等で
掲示・配布した。

市民の意識啓発を行うこ
とができた。

今後も、継続して資料・図
書を収集し、広く市民へ
情報提供を行う。

進行中

図書館 人権・男女共同参画に関する図書等資
料の収集を行った。
令和5年度受入冊数
人権関係：13冊
男女共同参画関係：15冊

関連図書の収集・提供を
行うことができた。また、市
民への情報提供及び、意
識啓発を行うことができ
た。

今後も、継続して関連資
料を収集し、市民へ情報
提供を行う。

進行中

総務課 企業メール配信サービスを活用し、事
業者に男女共同参画意識の醸成や、
東京都等の事業について情報提供を
行った。

事業者が必要な時に必要
な情報を収集できるよう情
報提供を行うことができ
た。

引き続き、情報収集に努
め、適時的確な情報提供
を行う。

進行中

産業振興課 関係機関から送付される啓発資料のチ
ラシなどを産業福祉センター等で配架
するとともに、企業メール配信サービス
を活用し、東京都等で実施する研修会
などの情報提供を行った。

誰もが働きやすい環境づ
くりに寄与できるよう、情報
提供を随時行うことができ
た。

引き続き、普及啓発による
意識の醸成に努めてい
く。

進行中

5 人権教育の推進 計画的に人権教育を推進するため、人権
教育推進委員会を開催するとともに、人権
教育全体計画及び年間指導計画に基づく
授業を実施する。

③ 継続 学校教育課 （ア）人権教育推進委員会を開催し、人
権教育の充実のための情報共有及び、
研究を行った。
回数：年5回

（イ）人権教育全体計画及び、年間指導
計画を策定した。
実施校：小・中学校全校

人権教育推進委員会委
員を中心に、各校の人権
教育の取組について情報
共有を行うとともに、今後
各学校が参考とできる資
料を作成した。

人権教育推進員会で作
成した資料を参考にする
ことや、計画を着実に実
行していくことで、人権教
育を推進していく。

進行中

基本目標１　人権の尊重

実績に対して特記すべきこと
施策 主な取組 № 事　業　名 事業概要

主な
取組み

区分 担当課 R5年度実績
進ちょく
状　況

3 人権・男女共同参画に
関する図書・資料の収
集・提供

人権・男女共同参画に関する図書や資料
を収集し、積極的な情報提供を行う。

①④ 継続

4 事業所への人権に関
する周知・啓発

職場内において、性別、年齢、国籍、障害
の有無などあらゆる人権を尊重する意識
が広がるよう、事業所への人権に関する啓
発活動を行う。

② 継続

（１）人権
教育・啓
発の推進

①家庭における
人権の尊重
②職場における
人権の尊重
③学校教育にお
ける人権の尊重
④地域における
人権の尊重
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羽村市男女共同参画基本計画進ちょく状況一覧　　【令和5年度実績】

基本目標２　女性の活躍推進

評       価 課題と改善点

6 審議会等における女
性委員の積極的な登
用

市が設置する審議会等の委員に、女性の
登用を促進し、女性の市政への参画比率
を向上させていくよう努める。

① 継続 全課 ガイドラインの策定等、市の審議会にお
ける女性の参画に努めた。
【審議会等委員女性比率】
令和6年3月1日現在：31.0%
（令和4年3月1日現在：29.1%）

審議会等への女性の参
画比率が目標である
29.1%を上回ることができ
た。

令和8年度までに目標指
標である29.1%（令和4年3
月1日現在）を継続して上
回ることができるよう、各課
の意識を高めながら、引き
続き、審議会等への女性
の参画を推進していく。 

進行中

総務課 （ア）企業メール配信サービスで、事業
者に男女共同参画意識の醸成や、多
様な性に関する東京都の相談事業等の
情報提供を行った。

（イ）広報はむらに男女共同参画特集記
事「Weave」や「ミニコラム」を掲載し、意
識啓発を行った。
・Weave「多様な性・違いをい知ること」
（令和6年3月15日号）
・ミニコラム「自分の中の『アンコンシャ
ス・バイアス』を見つめ直す」（令和6年3
月1日号）、「女性の労働問題の裏側に
隠された男性の労働問題」（令和6年3
月15日号）

事業者が必要な時に必要
な情報を収集できるよう情
報提供を行い、男女共同
参画や女性の活躍に関
する啓発を行うことができ
た。

最新の情報を提供できる
よう、情報収集に努め、適
時的確な情報提供を実施
していく。

進行中

産業振興課 関係機関から送付される啓発資料のチ
ラシなどを産業福祉センター等で配架
するとともに、企業メール配信サービス
を活用し、東京都等で実施する研修会
などの情報提供を行った。

誰もが働きやすい環境づ
くりに寄与できるよう、情報
提供を随時行うことができ
た。

引き続き、普及啓発による
意識の醸成に努めてい
く。

進行中

8 女性のキャリアデザイ
ン支援講座の実施

方針決定過程への女性の参画を推進する
ため、スキルアップの一助となり、個人の自
己成長や能力開発となるような学習機会を
提供する。

② 継続 総務課 青梅公共職業安定所と連携し、事業を
実施した。
「お母さんのための就職応援セミナー」
実施日：令年5年11月14日（火）
会場：プリモホールゆとろぎ講座室2
参加者：11人

女性の社会進出の一助と
なるよう、ハローワーク青
梅と連携し、より実践的な
事業を実施することができ
た。

より効果的な講座を実施
できるよう、実施方法の検
討を含めて企画していく。

進行中

（２）女性
のチャレ
ンジ支援

①女性の就業継
続や職場復帰な
どの支援
②女性の多様で
柔軟な働き方の
実現への支援

総務課 青梅公共職業安定所と連携し、事業を
実施した。
「お母さんのための就職応援セミナー」
実施日：令年5年11月14日（火）
会場：プリモホールゆとろぎ講座室2
参加者：11人

女性の社会進出の一助と
なるよう、ハローワーク青
梅と連携し、より実践的な
事業を実施することができ
た。

より効果的な講座を実施
できるよう、実施方法の検
討を含めて企画していく。

進行中

産業振興課 東京しごとセンター多摩が行う「女性し
ごと応援キャラバン＆個別相談会in羽
村」を支援した。
実施日：令和5年12月20日（水）
参加者：48人

女性が再就職するための
学習機会を提供すること
ができた。

多くの方に参加していた
だけるよう、広報・周知を
図っていく。

進行中

実績に対して特記すべきこと
施策 主な取組 № 事　業　名 事業概要

主な
取組み

区分 担当課 R5年度実績
進ちょく
状　況

（１）ポジ
ティブ・ア
クション
の推進

①市内事業所・
各種団体などに
おける男女共同
参画の取組みへ
の支援
②女性のキャリ
アデザイン支援

7 事業所へのポジティブ
アクションに関する周
知・啓発

固定的な性別による役割分担意識の解消
や、ポジティブ・アクションの必要性につい
て、広報紙や市公式サイト、パンフレットな
どにより、情報提供を行う。

① 継続

9 女性のチャレンジ支援
講座等の実施

職場への復帰や地域への参画に役立つよ
うな学習機会を提供する。

①② 継続
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羽村市男女共同参画基本計画進ちょく状況一覧　　【令和5年度実績】

基本目標２　女性の活躍推進

評       価 課題と改善点

実績に対して特記すべきこと
施策 主な取組 № 事　業　名 事業概要

主な
取組み

区分 担当課 R5年度実績
進ちょく
状　況

10 社会情勢の変化に対
応した雇用対策の推
進

関係機関と連携した合同企業説明会や再
就職セミナーの実施など、地域の実情に
合った雇用対策を推進する。

① 継続 産業振興課 総合的な就職支援や市内企業におけ
る円滑な雇用手続きに資するため、説
明会や就職面接会、就職支援セミナー
等を開催する関係機関を支援した。
（ア）出張ハローワーク
実施回数：24回
相談者：23人

（イ）合同説明会等
実施回数：9回
参加者：331人

関係機関と連携・協力し
ながら、雇用対策に取り組
むことができた。

ハローワーク青梅や東京
しごとセンター多摩等の
関係機関と連携しながら、
引き続き、雇用対策事業
に取り組んでいく。

進行中

11 高齢者の就労支援促
進のためのシルバー
人材センター事業への
支援

高齢者の就労や社会参加を促進するた
め、シルバー人材センター事業への支援を
行う。

① 継続 高齢福祉介護課 高齢者が健康で生きがいをもって就業
できるよう、運営費の一部を助成した。
会員数：583人(男性368人、女性215人）
就業実人員：478人
就業率：82.0％
就業延実人員：16,560人
【派遣事業】
就業実人員：27人
就業率：4.6％
就業延実人員：249人

前年度に比べ会員数がわ
ずかに減少したが、就業
人員と就業率が伸び、高
齢者の就労支援と社会参
加の促進を図れた。

今後も、シルバー人材セ
ンターの運営費の一部を
助成することで、高齢者の
就業分野の拡大に向けた
取組を支援していく。

進行中

12 創業・開業等を希望す
る事業者への支援

地域金融機関・産業支援機関・商工会等と
連携し、創業支援セミナー等を開催するほ
か、創業希望者の事業実現のための助
成、創業支援コーディネーターによる相談
等を行う。

② 継続 産業振興課 創業支援コーディネーターによる相談
等を実施した。また、「創業支援セミ
ナー」や「創業支援補助事業」を実施し
た。
【創業支援セミナー・交流会】
実施回数：8回
参加者：138人

創業希望、準備、創業後
など、各々のステージに
合わせた形で、創業・開
業等を希望する事業者な
どへ支援を実施すること
ができた。

年齢や性別にかかわら
ず、創業・開業等を希望
する事業者への支援につ
いては、継続して実施し、
産業振興の推進を図って
いく。

進行中

13 図書館のビジネス支
援コーナーの充実

ビジネス支援コーナーの資格取得や就職・
起業等に関する図書及び資料等を充実さ
せる。起業相談利用者（iサロン会員）への
図書の貸出を行う。

② 継続 図書館 多様で柔軟な働き方への支援ができる
ように、ビジネス支援コーナーにおいて
関連する書籍を配架するとともに、新た
にビジネス関連図書を収集した。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
R5年度受入冊数：21冊　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
合計所蔵冊数：801冊

資格取得に関する情報を
提供することができたほ
か、起業・事業継続・就労
等に関する資料を充実さ
せることができた。

利用しやすいビジネス支
援コーナーづくりを進めて
いき、利用者の拡大を
図っていく。

進行中
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羽村市男女共同参画基本計画進ちょく状況一覧　　【令和5年度実績】

基本目標３　あらゆる暴力の根絶・安心な暮らしの実現

評       価 課題と改善点

（１）男女
間や子ど
もに対す
るあらゆ
る暴力の
根絶

①DVおよびデー
トDV、リベンジポ
ルノ防止対策の
推進
②ハラスメント防
止対策の推進
③子どもに対す
るあらゆる暴力
の根絶に向けた
対策の推進

総務課 （ア）男女共同参画週間期間に合わせ、
施設でのPRポスターの掲示と啓発ポ
ケットティッシュの配布、町内会掲示板
でのPRポスターの掲示、広報はむらへ
の啓発記事の掲載（6月15日号）、市公
式サイトへの啓発記事の掲載、テレビは
むらでの啓発番組の放映を行った。

（イ）「女性に対する暴力をなくす運動」
期間に合わせて、DV・デートDVに関す
る意識啓発として公共施設でのPRポス
ターの掲示、広報はむらへの啓発記事
の掲載（11月1日号）、市公式サイトへの
啓発記事の掲載、動物公園エントランス
のパープルライトアップを行った。

幅広い世代への意識啓発
を行うことができた。

幅広い世代への啓発を引
き続き行うとともに、啓発
手法や媒体についても検
討しながら、取り組んでい
く。

進行中

子育て相談課 子育て支援課窓口にてパンフレットの配
布や、広報はむら11月1日号に配偶者
からの暴力等の相談窓口について掲載
するなど啓発活動を行った。

広く市民への意識啓発を
行うことができた。

より効果的な啓発方法に
ついて検討していく必要
がある。

進行中

総務課 広報はむら11月1日号に女性に対する
暴力をなくす運動に関する記事を掲
載、公共施設でのPRポスターの掲示や
動物公園でのパープルライトアップを実
施し、意識啓発を行った。

男女共同参画に関する情
報発信を広く行い、市民
の意識醸成を図ることが
できた。

引き続き、市民の意識啓
発に取り組んでいく。

進行中

秘書広報課 法律相談や人権擁護委員による人権身
の上相談、母子・父子自立支援員(夫人
相談員)等を通じて助言・支援等の相談
事業を実施するとともに、必要な相談窓
口との連携を図った。

必要な相談体制を維持
し、相談者が抱える問題
を解決するための支援を
行うことができた。

引き続き、庁内各部署及
び関係機関との連携を強
化しながら相談体制の充
実を図っていく。

進行中

子育て相談課 広報はむら11月1日号に配偶者からの
暴力等の相談窓口について掲載したほ
か、継続して公共施設の女性トイレ個室
内に相談先等を記載した携帯カードを
設置するなど、相談窓口の周知を図っ
た。

適切に支援の情報が届く
ように広く周知を行うことが
できた。

引き続き、適切な相談及
び支援ができるよう周知し
ていく。

進行中

16 「女性・SOGI悩みごと
相談」の実施

女性や性的指向・性自認（SOGI)に悩みを
抱える方の不安や悩みに適切に対応でき
る専門相談を、福生市と共同で実施する。

①② 継続 秘書広報課 相談の対象を拡大し、女性および性的
少数者が抱える悩みに対応する窓口と
して、事業を実施した
羽村市：第1・3・5水曜日
相談件数：62件（うち福生市民24件）
福生市：第2・4水曜日
相談件数：49件（うち羽村市民29件）

福生市との相互利用でプ
ライバシー面・財政面での
メリットがある。相談者への
支援の充実を図ることが
できた。

羽村市と福生市の共同事
業として、引き続き緊密に
連携して実施していく。

進行中

17 緊急一時保護事業等
ＤＶ被害者の支援

東京都や民間機関等と連携しながら、被害
者の保護と自立に必要な支援を行う。

① 継続 子育て相談課 緊急度に応じて一時保護を実施し、適
切な支援に繋げた。
東京都女性センター一時保護件数：4件
民間機関一時保護委託件数：2件

関係機関との連携により、
適切な対応を図ることがで
きた。

引き続き、関係機関との連
携を図り、迅速に対応して
いく。

進行中

実績に対して特記すべきこと
施策 主な取組 № 事　業　名 事業概要

主な
取組み

区分 担当課 R5年度実績
進ちょく
状　況

14 DVなどに関する広報
啓発活動による意識
啓発

ＤＶ・デートDV、リベンジポルノ等の予防と
早期発見に向けて、広報紙やパンフレット
等を通じて広く市民に意識啓発を行う。ま
た、男女共同参画週間や女性に対する暴
力をなくす運動などの機会に合わせて、パ
ネル展示や施設のライトアップなどにより啓
発活動を行う。

① 継続

15 関係機関と連携した相
談窓口の周知

ＤＶ・デートDV、リベンジポルノ等による被
害の早期救済に向けて、広報紙やパンフ
レット、携帯カードなどにより、市や関係機
関が行うＤＶ相談窓口の周知を行う。

①② 継続
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羽村市男女共同参画基本計画進ちょく状況一覧　　【令和5年度実績】

基本目標３　あらゆる暴力の根絶・安心な暮らしの実現

評       価 課題と改善点

実績に対して特記すべきこと
施策 主な取組 № 事　業　名 事業概要

主な
取組み

区分 担当課 R5年度実績
進ちょく
状　況

18 ストーカー行為等の被
害者の支援

ＤＶやストーカー行為等の被害者を支援す
るため、住民基本台帳の写しの交付や閲
覧の制限、戸籍の附票の交付制限及び戸
籍届書の記載事項証明書発行等の配慮を
行う。

① 継続 市民課 母子・父子自立支援員（婦人相談員）や
関係機関との連携を図りながら、住民基
本台帳の写しや戸籍の附票の交付制
限、閲覧台帳からの削除など、被害者
の支援を行うほか、相談も受け付けた。
支援件数：158件（新規7件、継続123
件、終了25件）

迅速かつ適正な事務処理
に取り組むことができた。

引き続き、関連機関との連
携を図り、迅速に対応して
いく。

進行中

19 ハラスメントの防止に
向けた意識啓発

あらゆる場におけるハラスメントの防止に
努めるため、広報紙やパンフレット等により
意識啓発を行う。

② 継続 総務課 広報はむら11月1日号に女性に対する
暴力をなくす運動に関する記事を掲
載、公共施設でのPRポスターの掲示や
動物公園でのパープルライトアップを実
施し、意識啓発を行った。

男女共同参画に関する情
報発信を広く行い、市民
の意識醸成を図ることが
できた。

引き続き、市民の意識啓
発に取り組んでいく。

進行中

20 児童虐待防止対策の
強化

児童虐待の発生予防、早期発見・早期対
応のため、児童虐待対応力の向上や地域
ネットワーク機能の強化を図る。

③ 継続 子育て相談課 広報はむら11月1日号や市公式サイトに
児童虐待防止月間の記事を掲載した。
児童虐待防止講演会、養育家庭体験
発表会、はむら市民と産業のまつりにお
いてパンフレット及び、啓発グッズを配
布した。

市民の意識啓発を行うこと
ができた。

引き続き関係機関との連
携を図りながら啓発を図っ
ていく。

進行中

21 子どもに対するあらゆ
る暴力の予防啓発・学
習機会の充実

子どもに対するあらゆる暴力の根絶に向け
て、広報紙やパンフレット等により意識啓発
を行う。また、児童虐待防止推進月間に合
わせた広報活動を行う。

③ 継続 子育て相談課 要保護児童対策地域協議会を開催し
た。
代表者会議：1回
実務者会議：3回
個別ケース検討会議：42回

要保護児童対策地域協
議会の開催により、虐待
や養育困難の問題を抱え
る家庭に対し関係機関で
連携し、適切に対応する
ことができた。

子ども家庭支援センター
を中心とした関係機関の
さらなる連携強化を図る。

進行中

22 関係機関の連携によ
る子どもへの暴力防止
等に向けた取組

児童虐待及び問題行動・不登校等の諸課
題に対応するため、要保護児童対策地域
協議会等を開催する中で、子どもに対する
暴力の防止に取り組む。

③ 継続 子育て相談課 要保護児童対策地域協議会研修を実
施した。
①児童虐待防止講演会
「子どもの人権を守るために～コロナ禍
を振り返る～」
実施日：令和５年11月22日（水）
講師：北田　真理氏（杏林大学総合政
策学部　准教授）
参加者：56人

②ヤングケアラー支援研修会
「東京都ヤングケアラー支援マニュアル
を活用した子どもへの支援～」
実施日：令和5年12月25日（月）
講師：あきる野市子ども家庭支援セン
ター長　石山　和可子氏
参加者：25人

「子どもが子どもとして暮らせるために～
ヤングケアラーの多機関支援について
考える～」
講師：さいたまNPOセンター代表理事
堀越　栄子氏
リオン西多摩きょうだい会代表
山下　のぞみ氏
参加者：48人

関係機関の意識啓発及
び連携強化を図ることが
できた。

引き続き、関係機関との連
携強化し対応力の向上を
図る。

進行中
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羽村市男女共同参画基本計画進ちょく状況一覧　　【令和5年度実績】

基本目標３　あらゆる暴力の根絶・安心な暮らしの実現

評       価 課題と改善点

実績に対して特記すべきこと
施策 主な取組 № 事　業　名 事業概要

主な
取組み

区分 担当課 R5年度実績
進ちょく
状　況

学校教育課
教育相談室

教育相談や不登校児童・生徒への適切
な支援を行う過程において、児童・生徒
の家庭状況に子供に対する虐待や暴
力等の課題がないか、十分に配慮・確
認しながら相談業務及び支援を実施し
た。
・教育相談
来所相談：273件
電話相談：7件
・学校適応指導教室における指導・支
援：42人

教育相談及び不登校児
童・生徒への適応指導に
おいて、性差によることな
く、子供の人権尊重の観
点から適切な助言及び、
指導を行った。

多様化している教育相談
に的確に対応するととも
に、全国で増加している
不登校の児童・生徒に対
し、誰一人取り残さない姿
勢で、支援に取り組んで
いく。

進行中

23 子どもや若者の育成
支援

若年無業者（ニート）やひきこもりなど、若
者の自立をめぐる問題に対応するととも
に、ひきこもり等の問題を抱える若者やそ
の家族を支援するため、講演会や相談会を
実施する。

③ 継続 子育て支援課 ひきこもりに悩む家庭などを支援するた
め、以下の事業を実施した。
（ア）ひきこもりに関する相談（随時）
相談件数：5件

（イ）ひきこもりに関する講演会
日時：令和6年2月18日（日）
講師：井利　由利　氏（公益社団法人青
少年健康センター）
参加者：21人

（ウ）ひきこもり相談会
日時：令和6年2月14日（水）
相談機関：青少年自立援助センター（委
託業務）
希望者なし

（エ）広報はむらや市公式サイト等を活
用した情報提供

講演会や相談会を開催す
ることで、子どもや若者
が、社会の一員として、成
長することができるよう支
援することができた。
引き続き、実態の把握な
どに努めつつ、必要な改
善を行いながら取り組ん
でいく。

東京都ひきこもりサポート
ネットなどの専門機関と連
携し、ひきこもりなどの支
援を継続していく。窓口の
明確化と周知啓発にさら
に力を入れて取り組むこと
で、必要な人を支援につ
ないでいくことができるよう
取り組んでいく。

進行中

24 若年層の性暴力被害
に関する啓発

若年層の様々な性暴力被害の予防啓発や
性暴力被害に関する相談先の周知など、
若年層を対象とした啓発を行う。

③ 継続 総務課 「若年層の性暴力被害予防月間」に合
わせて、公共施設でのPRポスターの掲
示、広報はむらへの啓発記事の掲載（4
月15日号）、市公式サイトへの啓発記事
の掲載等を行った。

市民への情報提供および
意識啓発を行うことができ
た。

今後も情報収集に努めな
がら、啓発活動に努めて
いく。

進行中

総務課

産業振興課

26 社会情勢の変化に対
応した雇用対策の推
進
【再掲　2-(2)-①№10】

関係機関と連携した合同企業説明会や再
就職セミナーの実施など、地域の実情に
合った雇用対策を推進する。

① 継続 産業振興課

27 生活困窮者自立相談
支援事業の充実

生活困窮者自立支援制度の周知に努める
とともに、生活の安定と自立の促進に向け
た支援を実施する。

① 継続 社会福祉課 庁内各部署や関係機関との適切な連携
により、情報提供や助言による相談支援
を行った。
・自立相談支援事業
新規相談支援事業：80件
申込件数：44件
就労者数：8人
・家計改善支援事業
新規支援決定件数：5件
・子どもの学習支援事業
利用者数：10人
・住居確保給付金事業
給付数：4世帯

自立相談支援事業におい
ては、8人の就労に繋げる
ことができた。住居確保給
付金事業においては、住
居の確保及び就労に向け
た支援を行った。

より多くの対象者に支援が
行き届くよう、事業の周知
に努めていく。
子どもの学習支援事業
は、中学生が対象者範囲
だが、範囲の拡大につい
て、他市などを調査、研究
する。

進行中

（２）貧困
など生活
上の困難
に直面す
る人への
支援

①就業・生活の
安定を通じた自
立に向けた取組
み
②ひとり親家庭
等の親子が安心
して生活できる
環境づくり
③「生理の貧困」
への対応を通じ
た支援のしくみ
づくり

25 女性のチャレンジ支援
講座等の実施
【再掲　2-(2)-①②№
9】

職場への復帰や地域への参画に役立つよ
うな学習機会を提供する。

① 継続
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羽村市男女共同参画基本計画進ちょく状況一覧　　【令和5年度実績】

基本目標３　あらゆる暴力の根絶・安心な暮らしの実現

評       価 課題と改善点

実績に対して特記すべきこと
施策 主な取組 № 事　業　名 事業概要

主な
取組み

区分 担当課 R5年度実績
進ちょく
状　況

28 「女性・SOGI悩みごと
相談」の実施
【再掲　3-(1)-①②№
16,4-(3)-①No.48】

女性や、性的指向・性自認（SOGI)に悩みを
抱える方の不安や悩みに適切に対応でき
る専門相談を、福生市と共同で実施する。

① 継続 秘書広報課

29 関係機関の連携によ
る相談体制の充実

関係機関と連携し、ひとり親家庭などの親
子が安心して暮らせるよう、日常生活に関
すること、養育費についての相談や離婚前
後の法律相談等を行う。

② 継続 子育て相談課 庁内各部署や関係機関と連携し、ひとり
親・女性生活相談での対応や、必要に
応じて東京都ひとり親家庭支援センター
や養育費等相談支援センターに相談を
繋げた。

庁内各部署や関係機関と
の適切な連携により相談
者への対応を図ることが
できた。

引き続き、庁内各部署及
び関係機関との連携を強
化しながら相談体制の充
実を図っていく。

進行中

30 ひとり親家庭などの就
業支援事業等の充実

ひとり親家庭が経済的に自立し生活の安
定が図れるよう、就業支援や経済的支援を
行う。

② 継続 子育て相談課 ひとり親家庭に対する就業支援や経済
的支援を実施した。
（ア）母子・父子自立支援プログラム事
業（児童扶養手当受給者を対象に、ハ
ローワークと連携し就業による自立を支
援する事業）
実施件数：6件

（イ）高等職業訓練促進給付金等事業
（指定の国家資格を取得するために、養
成機関等で修業する際の生活費の負
担軽減のために給付金を支給する事
業）
支給件数：5件

（ウ）自立支援教育訓練給付金事業（教
育訓練に関する講座を受講した場合、
修了後に受講料の一部を支給する事
業）
支給件数：1件

ひとり親の就業や経済的
な自立を支援することがで
きた。

引き続き、適切な支援が
できるように積極的な周知
を図っていく。

進行中

31 生理用品配布の実施 公共施設における生理用品の配布を通じ
て、相談体制の周知を行うなど、生活上の
困難に直面する女性に寄り添う支援の仕
組みづくりを行う。

③ レベル
アップ

総務課 生理用品の無償配布を4回実施した。
・第1回（男女共同参画週間に合わせて
実施）
配布期間：令和5年6月9日（金）～13日
（火）
配布場所：市役所101会議室、プリモ
ホールゆとろぎ受付
配布個数：209パック
・第2回（学生の夏休み期間に合わせて
実施）
配布期間：令和5年8月16日（水）～17日
（木）
配布場所：市役所101会議室
配布個数：118パック
・第3回（女性に対する暴力をなくす運
動期間に合わせて実施）
配布期間：令和5年11月24日（金）～27
日（月）
配布場所：市役所101会議室、プリモ
ホールゆとろぎ受付
配布個数：137パック
・第4回（学生の春休み期間に合わせて
実施）
配布期間：3月26日（火）～27日（水）
配布場所：市役所101会議室
配布個数：66パック

アンケート結果からも満足
度が高く、必要としている
方に広く配布することがで
きた。また、生理用品の配
布だけでなく、相談体制
の周知などを合わせて行
うことで、生活上の困難を
解決するきかっけとなるよ
う情報提供を行った。

支援を必要としている方
に届くよう、アンケート等を
実施し、引き続き、取り組
んでいく。

進行中
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羽村市男女共同参画基本計画進ちょく状況一覧　　【令和5年度実績】

基本目標４　男女共同参画社会の実現に向けた意識の醸成

評       価 課題と改善点

（１）男女
共同参画
意識の啓
発

①男女共同参
画、ジェンダー
平等や女性のエ
ンパワーメントに
関する広報・啓
発の推進
②男女共同参画
を推進する学習
機会の充実

32 男女共同参画意識に
関する広報啓発活動
による意識啓発

男女共同参画意識の普及浸透を図るた
め、広報紙、公式サイト、パンフレット等に
よる意識啓発を行う。
また、男女共同参画週間などの機会に合
わせて、ティッシュ配布などにより意識啓発
を行う。

① 継続 総務課 （ア）男女共同参画週間期間に合わせ、
施設でのPRポスターの掲示と啓発ポ
ケットティッシュの配布、町内会掲示板
でのPRポスターの掲示、広報はむらへ
の啓発記事の掲載（6月1日号）、市公
式サイトへの啓発番組の放映を行った。

（イ）「女性に対する暴力をなくす運動」
期間に合わせて、DV・デートDVに関す
る意識啓発として、公共施設でのPRポ
スターの掲示、広報はむらへの啓発記
事の掲載（11月1日号）、市公式サイトへ
の啓発記事の掲載、はむら市民と産業
のまつりへの出店、動物公園エントラン
スのパープルライトアップを行った。

（ウ）広報はむらに「Weave」と「ミニコラ
ム」を掲載した。
・Weave
「多様な性・違いを知ること」（第38回
ジェンダーをこえて、ともに織りなす
フォーラムinはむら取材記事）（3月15日
号）を掲載した。
・ミニコラム
「自分の中の『アンコンシャス・バイアス』
を見つめ直す」（3月1日号）、「女性の労
働問題の裏側に隠された男性の労働問
題」（3月15日号）を掲載した。

身近な話題に関連付けた
内容にすることで、意識変
革や実践につながる啓発
を行うことができた。

引き続き、市民への意識
啓発を行っていく。

進行中

33 男女共同参画に関す
る研修会の実施

男女共同参画意識の普及浸透を図るた
め、男女共同参画に関する研修会を実施
する。

② 継続 総務課 男女共同参画に関する研修会を実施し
た。
・新規採用職員フォローアップ研修「男
女共同参画」
実施日：令和5年10月2日（月）
対象：令和5年度採用職員等
参加者：16人
・集合研修「男女共同参画」
実施期間：令和6年1月9日（火）～12日
（金）
対象：全職員
参加者：全職員
・男女共同参画研修
「多様な性への理解を深める」
実施日：令和5年11月29日（金）
対象：管理職及び各係2人
講師山下　敏雅氏（永野・山下・平本法
律事務所　弁護士）
参加者：98人

市民の意識醸成や男女
共同参画の推進を図っ
た。

今後も、時代に沿った男
女共同参画に関する意識
醸成ができるよう、内容や
実施時期を工夫し実施し
ていく。

進行中

実績に対して特記すべきこと
施策 主な取組 № 事　業　名 事業概要

主な
取組み

区分 担当課 R5年度実績
進ちょく
状　況
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羽村市男女共同参画基本計画進ちょく状況一覧　　【令和5年度実績】

基本目標４　男女共同参画社会の実現に向けた意識の醸成

評       価 課題と改善点

実績に対して特記すべきこと
施策 主な取組 № 事　業　名 事業概要

主な
取組み

区分 担当課 R5年度実績
進ちょく
状　況

34 男女共同参画に関す
るフォーラムの開催

市民による実行委員会との協働により、男
女共同参画の視点を取り入れたテーマを
設定し、フォーラムを開催する。

② 継続 総務課 市民の男女共同参画に対する意識の
高揚を図るため、第38回ジェンダーをこ
えて、ともに織りなすフォーラムを実施し
た。
「多様な性・違いを知ること」
実施日：令和6年2月17日（土）
講師：下山田　志帆氏（元サッカー選
手・株式会社Rebolt共同代表）
参加者：35人

身近な話題を元に、ター
ゲットを絞った内容とする
ことで、意識変革や実践
につながる啓発を行うこと
ができた。

引き続き、市民への意識
啓発を行っていく。

進行中

35 男性にとっての男女共
同参画に関する広報
啓発活動による意識
啓発

固定的な性別役割分担意識の解消や、男
女共同参画の意義について男性の理解を
深めるため、広報紙、公式サイト、パンフ
レットなどにより意識啓発を行う。

① 継続 総務課 父親の家事・子育ての参画につなげる
ことを目的に、「パパママ講座」や「はむ
ら市民と産業のまつり」における啓発活
動、これまで作成した動画を活用した意
識啓発を行った。

身近な話題を例にあげて
話をすることで、意識変革
や実践につながる啓発を
行うことができた。

引き続き、市民への意識
啓発を行っていく。

進行中

36 男の料理教室の実施 男性を対象に、調理技術の習得と健康づく
りの啓発を目的とした料理教室を実施し、
男性の家事への参画を促進する。

① 継続 健康課 男性が栄養の知識と基礎的な調理技術
を学び健康づくりと生活習慣病予防に
役立てていただくことを目的に実施。
実施日：①令和5年6月20日（火）、②令
和5年9月12日（火）
場所：羽村市保健センター
内容：栄養講座、調理実習、試食、栄養
相談
参加者数：①7人、②10人

栄養や調理に関する知識
や技術を学ぶ機会を提供
することができた。

引き続き、男性の栄養知
識や調理技術の習得を支
援できるよう取り組む。ま
た、参加者を増やすため
に周知方法や講座内容
等、よりよい教室運営を行
う。

進行中

37 一日生活教室の実施 男性を対象に、生活技術の習得をめざした
講座・教室等を実施する。

① 継続 地域振興課 男性を対象とした料理教室を開催した。
「"おやじの料理"羽村生まれ羽村育ち
の若きシェフがおすすめする地中海風
スペイン料理に挑戦！！」
実施日：令年5年12月2日
会場：消費生活センター活動室
参加者：14人

準備や後片付け、食材を
無駄なく使うことなども料
理の一部として考え、工
夫を凝らして料理すること
を学ぶことで、消費者とし
ての意識の向上と生活技
術の習得をすることができ
た。

引き続き、男性の生活技
術の習得を支援していく。

進行中

総務課 父親の家事・子育ての参画につなげる
ことを目的に、「パパママ講座」等にお
いて周知・啓発を行った。

性別役割意識やアンコン
シャス・バイアス等、事例
をあげることで身近な話題
であることを認識し、意識
変革や実践につながる啓
発を行うことができた。

引き続き、市民への意識
啓発を行っていく。

進行中

子育て相談課 母体の心身の変化や子どもの成長と、
その時々の父親としての役割や、子育
てに必要な知識を幅広く掲載している
「父親ハンドブック」を母子健康手帳交
付の際に配布した。
配布数：287件

妊娠を機に父親が子育て
に参画するきっかけとなる
よう啓発に努めた。

引き続き、実施していく。 進行中

高齢福祉介護課 窓口でのパンフレットの配布や広報は
むら、市公式サイトで介護保険制度の
周知を図った。

介護保険制度や高齢者
支援制度について周知を
行った。

引き続き、実施していく。 進行中

（２）男
性、子ど
もにとっ
ての男女
共同参画
の理解の
促進

①男性にとって
の男女共同参画
に関する広報・
啓発
②男性の子育
て・介護への参
画の支援・促進
③子どもの頃か
らの男女共同参
画についての理
解促進

38 男性の子育て・介護へ
の参画支援に関する
周知・啓発

男性が、仕事などとの両立を図り、前向き
に家事や育児、介護に参画できるよう、育
児・介護休業の取得促進や支援制度の周
知を行う。

② 継続
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羽村市男女共同参画基本計画進ちょく状況一覧　　【令和5年度実績】

基本目標４　男女共同参画社会の実現に向けた意識の醸成

評       価 課題と改善点

実績に対して特記すべきこと
施策 主な取組 № 事　業　名 事業概要

主な
取組み

区分 担当課 R5年度実績
進ちょく
状　況

子育て相談課 ハロー赤ちゃんクラス（両親学級）を実
施した。
実施回数：20回
参加者：151人

育児に対する不安を軽減
するとともに、育児につい
て夫婦で話し合う場がで
き、夫婦で協力して妊娠・
出産・育児に主体的に臨
むことができるよう、出産
前に育児技術を学ぶ機会
を提供した。

働き方の多様化により平
日の事業参加の希望もあ
るため、土日のほか平日
実施も継続する。
参加希望者の増加に対
応するため、1回当たりの
定員を見直す。

進行中

生涯学習推進課 子育て講座を実施した。
「親子で楽しむ絵本の読み聞かせ」
実施日：令和5年11月4日（土）
参加者：6組

保護者の子育て力の向上
と講座に参加する保護者
同士の交流を目的として、
絵本の読み聞かせの手法
ついての講座を実施し
た。

引き続き、子育て力向上
を目的とした講座を実施
する。

進行中

総務課 「家事・育児への参画・推進」をテーマ
に、本事業をきっかけとして、父親の家
事・子育ての参画につなげることを目的
に事業を実施し、各事業において意識
啓発を行った。

身近な話題を元に、ター
ゲットを絞った内容とする
ことで、意識変革や実践
につながる啓発を行うこと
ができた。

引き続き、市民への意識
啓発を行っていく。

進行中

子育て相談課 ・家族で遊ぼう（父親と子どもの親子遊
び事業）
実施日：令和5年12月3日（土）
場所：羽村市中央児童館　学習室
内容：男性保育士「ホップの会」を講師
に招き、遊びの講座、参加者との意見
交換会、男女共同参画について
参加者：6家庭17人（父1人、母6人、子
ども10人）

父親の参加促進のため、
男性保育士を講師として
招き、家庭内でできる身
近な遊び、工夫を実践し
た。親子の触れ合いの情
報提供を行うことができ
た。

気軽に参加できる曜日・
時間・場所を考慮し講座
等の内容を検討し、引き
続き実施をしていく。

進行中

健康課 ・スマイルキッチン
実施日：令和5年11月14日（火）
場所：羽村市保健センター
内容：栄養講座、調理デモンストレー
ション、試食、ミニ講座、男女共同参画
について
参加者：10人（大人5人、子ども5人）

・ママのからだスッキリ教室
実施日：令和5年11月7日（火）
場所：羽村市保健センター
内容：運動実習、栄養と健康のミニ講
座、男女共同参画について
参加者：10人（大人5人、子ども5人）

スマイルキッチンでは、食
品の変化や味付け等バリ
エーションを紹介、ママの
からだスッキリ教室では、
産後の肩こりや腰痛体操
等の実習を取り入れ、母
自身の身体をケアしていく
ことの大切さを伝えること
ができた。
総務課と連携を図り、父
親の育児参加に関する話
題提供等を実施すること
が出来た。

参加者を増やすため、子
育て世代が集まる場等で
事業周知を行うなど、周
知方法に工夫が必要であ
る。

進行中

39 子育て力向上のため
の支援

子育てに関する不安や悩みを軽減し、子育
て力の向上が図れるよう、育児や家事に追
われがちな両親がともに参加できる子育て
講座を開催する。

② 継続

40 家事・育児参画推進講
座（パパママ講座）の
実施

子育て中の保護者と子どもたちを対象に、
親子の触れ合いの場の提供と家族の健康
づくりに役立つ知識と実践法の普及啓発の
ための講座を実施する。

② 継続
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羽村市男女共同参画基本計画進ちょく状況一覧　　【令和5年度実績】

基本目標４　男女共同参画社会の実現に向けた意識の醸成

評       価 課題と改善点

実績に対して特記すべきこと
施策 主な取組 № 事　業　名 事業概要

主な
取組み

区分 担当課 R5年度実績
進ちょく
状　況

41 子育て相談事業の実
施

父親が子育てに積極的に参画できるよう、
相談事業の中で、意識啓発に努める。

② 継続 子育て相談課 市内児童館で子育て相談を実施した。
相談件数：延408件

父親が児童館にお子さん
を連れて来館される姿が
多くみられるようになって
いる。気軽に遊びに出か
けられ、身近な場所、土・
日も相談できる場所として
認知されてきている。

引き続き、実施していく。 進行中

42 子育てひろば事業の
充実

父親・母親がともに参加できるよう、地域子
育て支援センターや児童館などの、身近な
施設における子育て相談や親子参加型講
座の充実を図る。

② 継続 子育て相談課 （ア）子育て相談や親子参加型講座の
実施
・地域子育て支援センター（太陽の子・
たつの子）
相談件数：延204件
講座開催：64回
参加組数：延309組
参加人数：延793人
・児童館（中央・西・東）
相談件数：延408件

（イ）羽っぴーカレンダー作成：12回

（ア）子育て中の親子に交
流の場を提供し、身近な
場所で参加型講座の実
施及び子育て相談を実施
することができた。

（イ）羽っぴーカレンダー
の作成により、ひろば事業
を周知することができた。

引き続き、子育て世代包
括支援センターと連携を
はかりながら、実施をして
いく。

進行中

43 家族介護支援事業の
実施

高齢者を在宅で介護している家族等の介
護者同士が情報交換を行ったり、介護知識
を習得したりできるよう、交流会を開催す
る。

② 継続 高齢福祉介護課 家族介護者リフレッシュの会を開催し
た。
実施回数：3回
参加者：延12人

介護者同士の情報交換を
行うとともに、介護支援専
門員等により、個別に助
言する機会を設けた。

引き続き、実施していく。 進行中

44 介護予防・日常生活支
援総合事業等の実施

地域における支え合いの体制づくりを推進
し、要支援者等に効果的、効率的な支援を
行うため、住民等の多様な主体がサービス
提供者として参画する介護予防・日常生活
支援総合事業を実施する。

② 継続 高齢福祉介護課 介護予防・日常生活支援総合事業及び
総合相談を実施した。
【介護予防・日常生活支援総合事業】
訪問型サービス：1,129件
家事サポートサービス：691件
生活動作向上プログラム：72回
通所型サービス：3,056件
住民主体介護サービス：2団体
通所型体力向上教室：868回
【総合相談】
利用件数：5,370件

地域包括支援センターに
おける相談業務では、土
曜日や、メール、リモート
による相談体制を整え、
相談しやすい環境の充実
を図った。

介護予防・日常生活支援
総合事業参加者の募集を
強化するため、介護認定
結果にチラシを同封した。
また、市内医療機関や薬
局、見守り協定締結先事
業者、民生・児童委員、友
愛訪問員、高齢者クラブ
等に直接周知する取組
を、引き続き実施してい
く。

進行中

45 子育て・介護支援図書
の充実

子育てや介護に関する図書や資料を収集
し、男女ともに子育てや介護への参画支援
を行う。

② 継続 図書館 子育て及び介護関連資料の収集を
行った。子育て支援図書コーナーに
は、子育てに関するパンフレットも設置
した。
・子育て支援図書コーナー（小作台含
む）
R5年度受入冊数：52冊
・介護（高齢）関連図書
R5年度受入冊数：55冊　

子育て支援図書コーナー
を常設しており、関連図書
の収集・提供を行うことが
できた。

書架に配架するだけでな
く、関連図書の展示を行
い、利用者が手に取りや
すく利用しやすいコー
ナーづくりを進めていく。

進行中

46 男女共同参画に関す
る教育の充実

教育活動全般で、「人権教育プログラム
（学校教育編）」を活用し、男女の相互理解
と協力の重要性等を認識した男女共同参
画教育を実施する。

③ 継続 学校教育課 人権教育年間指導計画に位置付け、主
に特別の教科 道徳や特別活動等の時
間に、発達段階に応じて、男女共同参
画教育を実施した。

小学校低学年から特別活
動等において、男女共同
参画の視点に立った指導
を行うことができた。

発達段階に応じた指導が
大切であり、今後も指導
内容の改善を図りながら
指導していく。

進行中
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羽村市男女共同参画基本計画進ちょく状況一覧　　【令和5年度実績】

基本目標４　男女共同参画社会の実現に向けた意識の醸成

評       価 課題と改善点

実績に対して特記すべきこと
施策 主な取組 № 事　業　名 事業概要

主な
取組み

区分 担当課 R5年度実績
進ちょく
状　況

48 「女性・SOGI悩みごと
相談」の実施
【再掲　3-(1)-①②№
16,3-(2)-①No.28】

女性や性的指向・性自認（SOGI)に悩みを
抱える方の不安や悩みに適切に対応でき
る専門相談を、福生市と共同で実施する。

① 継続 秘書広報課

49 性に関する指導の実
施

心身の発育・発達と健康などに関する知識
を身に付け、生命や自己及び他者の個性
を尊重し、相手を思いやり、望ましい人間
関係を構築するなど適切な行動が取れる
よう児童・生徒の発達段階に応じ、学校の
教育活動全体を通じた指導を実施する。

① 継続 学校教育課 小・中学校全校が、体育健康に関する
全体計画及び年間指導計画を策定し
た。計画に基づき、体育・保健体育の授
業ほか、特別の教科 道徳や総合的な
学習の時間、特別活動等の時間におい
て、発達段階に応じた教科等横断的な
指導を実施した。

体育健康に関する全体計
画・指導計画に基づき、
児童・生徒の内面に働き
かける指導を行うことがで
きた。さらに、知識的理解
として、体育・保健体育等
を中心に計画的に指導を
行うことができた。

発達段階に応じ、系統的
な指導が行えるよう教育
課程の編成や進行管理
等の指導・助言を行って
いく。

進行中

（３）多様
な性に関
する啓発

①性的指向、性
自認に関する啓
発を通じた理解
の促進

47 性的指向、性自認に
関する啓発

「性的指向」や「性自認」に関する理解を深
め、LGBTQなどの人々に対する誤解や偏
見をなくすため、広報紙、公式サイト、パン
フレットなどにより多様な性に関する啓発
活動を行う。

① レベル
アップ

総務課 （ア）第38回　ジェンダーをこえて、とも
に織りなすフォーラムinはむらを実施し
た。
実施日：令和6年2月17日（土）
講師：下山田　志帆氏（元サッカー選
手・株式会社Rebolt共同代表）
参加者：35人

（イ）広報はむらに男女共同参画特集記
事「Weave」、「ミニコラム」等を掲載し
た。
・Weave
「多様な性・違いを知ること」（3月15日
号）※第38回　ジェンダーをこえて、とも
に織りなすフォーラムinはむら取材記事
・ミニコラム
「自分の中の『アンコンシャス・バイアス』
を見つめ直す」（3月1日号）
執筆者：佐生秀之氏（羽村市男女共同
参画推進会議委員、羽村市教育委員
会統括指導主事）

（ウ）東京都パートナーシップ宣誓制度
に関する周知を、広報はむらおよび市
公式サイトにおいて実施した。

（エ）リーフレット等の作成・配布
「多様な性を理解するためのハンドブッ
ク」や企業向けリーフレットを作成し、公
共施設等での配布及び、市公式サイト
等で周知を行った。

事業の実施や広報はむら
等への記事掲載により、
意識啓発を行うことができ
た。

今後も、多様な性に関す
る理解を深め、意識醸成
ができるよう、内容や実施
時期を工夫した啓発活動
を実施していく。

進行中
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羽村市男女共同参画基本計画進ちょく状況一覧　　【令和5年度実績】

基本目標５　ワーク・ライフ・バランスの推進

評       価 課題と改善点

50 ワーク・ライフ・バラン
スに関する意識啓発

ワーク・ライフ・バランスの実現が進むよう、
広報紙やパンフレット等による意識啓発を
行う。

① 継続 総務課 市公式サイトに記事を掲載するほか、
「パパママ講座」や「はむら市民と産業
のまつり」等において、意識啓発を行っ
た。

市民や事業者に対する意
識啓発を行うことができ
た。

引き続き、市民や事業者
に対する意識啓発に取り
組んでいく。

進行中

総務課 国・東京都の取組等の情報収集を行
い、企業メール配信サービス等におい
て情報提供を行った。

情報収集に努めるととも
に、企業メール配信サー
ビスを通じて、広く市民に
対する意識啓発を行うこと
ができた。

引き続き、国や東京都の
取組等の情報収集を行
い、周知に努めていく。

進行中

産業振興課 関係機関から送付される啓発資料のチ
ラシなどを、産業福祉センター等で配架
するとともに、企業メール配信サービス
を活用し、東京都等の研修会などの情
報提供を行った。

誰もが働きやすい環境づ
くりに寄与できるよう、情報
提供を随時行うことができ
た。

引き続き、普及啓発による
意識の醸成に努めてい
く。

進行中

総務課 国・東京都の取組等の情報収集を行
い、総務課窓口でパンフレット等を配布
したほか、関連部署に情報提供を行
い、広く周知を依頼した。

情報収集に努めるととも
に、パンフレットの配布等
を通じて、広く市民に対す
る意識啓発を行うことがで
きた。

引き続き、国や東京都の
取組等の情報収集を行
い、周知に努めていく。

進行中

産業振興課 企業メール配信サービスを活用し、東
京都等の研修会などの情報提供を行っ
た。
配信企業数：161社
配信回数：28回

適宜、事業者へ情報提供
を行うことができた。

最新の情報収集に努めな
がら、事業者への啓発活
動に努めていく。

進行中

53 労働相談の充実 東京都労働相談情報センター等の関係機
関や市内の社会保険労務士等との連携を
図り、従業員の労務雇用管理等について
の相談の充実に努める。

③ 継続 産業振興課 東京都等の関係機関からのリーフレット
等による情報提供に努めた。また、ビジ
ネスハンズオン支援により、社労士・行
政書士等との連携して、事業所におけ
る労務関連の相談に対応した。

市民が、必要な時に必要
な情報を収集できるよう情
報提供を行い、働きやす
い環境づくりに関する啓
発を行うことができた。

引き続き、情報提供に努
めていくとともに、労務相
談の継続した提供体制を
維持していく。

進行中

54 総合評価方式による
競争入札の実施

市が発注する工事について、競争入札参
加者が、ワーク・ライフ・バランスまたは男
女共同参画等に関する活動を実施してい
る場合に、価格以外の評価項目として評価
点を与える評価方式を実施する。

③ 継続 契約管財課 総合評価方式による競争入札における
「価格以外の評価項目及び評価点」に
事業概要の内容を盛り込んでいるが、
令和5年度は総合評価方式で実施する
案件はなかった。

事業所の男女共同参画
等に関する取組につい
て、情報収集を行ってい
く。

継続して情報収集を行
い、市として働きやすい職
場環境づくりを事業所が
構築できるよう支援に努め
ていく。

進行中

（２）仕事
と生活の
両立支援

①切れ目のない
子育て支援
②多様化する保
育ニーズに対応
した子育て支援
③介護のための
支援体制の充実

55 妊娠・出産・子育て包
括支援拠点（子育て世
代包括支援センター）
の運営

妊娠・出産期から子育て期までのさまざま
なニーズに対して、妊娠・出産・子育て包括
支援拠点（子育て世代包括支援センター）
を運営し、切れ目のない総合的相談支援を
効果的に実施する。

① 継続 子育て相談課 妊娠・出産・子育て支援拠点として、総
合的相談支援を実施した。
総合相談件数：4,954件
妊婦面接件数：308件
支援プラン作成件数：308件
こんにちはパッケージ件数：293件
ファーストバースデー子育て応援品配
布件数：250件
オンラインを活用した妊産婦の相談支
援件数：1件

母子健康手帳配布時に
保健師が面接を行い、母
体の健康管理や母子保
健サービス等について周
知を行った。
必要に応じ支援プランを
作成し、継続的に支援し
た。

子育てガイド「羽（は）ぐく
みプラン」を配布し、出
産・育児の見通しを立てら
れるよう支援していく。
関係機関との連携強化を
図りながら、引き続き、切
れ目のない支援を提供し
ていく。

進行中

実績に対して特記すべきこと
施策 主な取組 № 事　業　名 事業概要

主な
取組み

区分 担当課 R5年度実績
進ちょく
状　況

51 事業所への両立支援
に関する周知・啓発

職場における両立支援を推進するため、育
児・介護休業や部分休業に関する休暇制
度や長時間労働の抑制、働き方の見直し
などについて周知するとともに、先進事例
等の把握・情報提供を行う。

② 継続

52 事業所への法令・制度
等に関する周知・啓発

労働基準法や育児・介護休業法などの労
働関係法令や制度等について、広報紙や
パンフレット等を活用した啓発活動を行う。

③ 継続

（１）ワー
ク・ライ

フ・バラン
スに関す
る広報・

啓発の推
進

①ワーク・ライ
フ・バランスに関
する意識の普及
啓発
②職場における
仕事と家庭・地
域との両立支援
の取組みの促進
③働きやすい職
場環境づくりの
推進
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羽村市男女共同参画基本計画進ちょく状況一覧　　【令和5年度実績】

基本目標５　ワーク・ライフ・バランスの推進

評       価 課題と改善点

実績に対して特記すべきこと
施策 主な取組 № 事　業　名 事業概要

主な
取組み

区分 担当課 R5年度実績
進ちょく
状　況

56 妊婦健康診査および
乳児家庭全戸訪問の
充実

妊娠中の健康診査や産後の乳児家庭全戸
訪問を実施する。

① 継続 子育て相談課 妊婦健康診査（健診費用の一部助成）
及び、乳児家庭全戸訪問事業・新生児
訪問指導を実施した。
妊婦健康診査受診者数：延3,602件
（妊婦健康診査受診者3,428件＋里帰り
出産時妊婦健康診査171件）
出生数：291件
乳児家庭訪問数：293件　　　　　　　　　　　　
（訪問率100％）

乳児家庭全戸訪問の実
施により、新生児及び妊
産婦の状況を確認し、必
要に応じて適切な支援に
繋いだ。

引き続き、訪問時に実施
するEPDS（エジンバラ産
後うつ病質問票）を活用
し、産婦及び新生児を適
切な支援に繋いでいく。

進行中

57 出産・子育て応援事業 すべての妊婦・子育て家庭が安心して出
産・子育てができる環境づくりを推し進める
ため、国が創設した「出産・子育て応援交
付金」を活用し、伴奏型相談支援と経済的
支援を行う。

① 新規 子育て相談課 出産・子育て応援事業を活用した伴走
型相談支援及び経済的支援を実施し
た。
・出産応援ギフト配布数：280件
・ギフトカードの配布数：280件
・妊娠8か月時期のアンケート送付数：
132件
・子育て応援ギフト配布数：293件

妊娠届出時の面接及び
出産応援ギフトを配布を
実施、妊娠8か月時にアン
ケート送付を行い、アン
ケート返信内容により、保
健師が電話や面談等を実
施した。出生後、乳児家
庭全戸訪問（新生児訪
問）後に子育て応援ギフト
の配布を行い、支援の強
化を図った。

引き続き国の「出産・子育
て応援交付金」を活用し、
伴走型相談支援と経済的
支援の強化を継続して実
施していく。

進行中

58 発達支援体制の充実 乳幼児期から成人期までの切れ目のない
発達支援を行うため、保健・医療・福祉・教
育などの各分野が連携し、組織横断的な
体制の充実を図る。

① 継続 子育て相談課 (ア）幼稚園・保育園等巡回相談事業
施設数：25施設（市外3施設含む）
訪問件数：67件
相談件数：延133件

（イ）子どもの発達に関する相談事業
相談人数：55人（延75人）

（ウ）発達相談員による「ちょこっと広場」
の実施
・ことばの相談（言語聴覚士）
開催回数：24回　
人数：延53人

（エ）学童クラブ支援員へのサポート事
業
観察・相談：13回
支援員とのカンファレンス：9回

（オ）発達障害に関する啓発事業
明治安田こころの健康財団との共催に
より、YouTube「羽村市公式動画チャン
ネル」において、発達障害に関する講
演会の動画配信を行った。
「注意欠如・多動症（ADHD）の理解と支
援　講師：岡田　俊氏（国立研究開発法
人国立精神・神経医療研究センター　
精神保健研究所知的発達障害研究部
部長）　視聴回数：335回

（ア）（エ）臨床心理士等の
専門職が保育従事者等
への助言・指導を行い、
子どもの個性や成長を促
すことができるよう支援し
た。

（イ）（ウ）保護者が臨床心
理士等の専門職に相談で
きる機会を提供し、必要に
応じて適切な機関や担当
部署へ繋いだ。

（オ）発達に支援を要する
子どもたちが地域で暮らし
ていくために、その特性や
対応の仕方等について講
演会を実施し、広く普及
啓発を行った。

（ア）（エ）子ども家庭部内
における母子保健・発達
部門と保育園・幼稚園・学
童クラブ担当、連携アドバ
イザー等との連携を強化
し、引き続き実施してい
く。

（イ）（ウ）「こころの相談」に
ついては、実施日を設け
ず、希望があれば随時相
談を受けていくこととし、
保護者が専門職に相談し
やすい環境の充実を図
り、引き続き実施していく。

（オ）発達支援に対する理
解と対応方法などの発の
機会を検討し、引き続き
実施してく。

進行中

16



羽村市男女共同参画基本計画進ちょく状況一覧　　【令和5年度実績】

基本目標５　ワーク・ライフ・バランスの推進

評       価 課題と改善点

実績に対して特記すべきこと
施策 主な取組 № 事　業　名 事業概要

主な
取組み

区分 担当課 R5年度実績
進ちょく
状　況

子育て支援課 杏林大学との連携事業の一環として、
保育園等を対象とした医療的ケア児や
アレルギー児への対応などを学ぶ講座
を行った。
「保育園・幼稚園における医療的ケア児
やアレルギー児への対応について」
実施日：令和5年10月23日（月）
参加者：11施設

参加者からは概ね好評を
得ることができた。

今後はニーズを聞き取り
ながら、実施について検
討していく。

進行中

障害福祉課 子育て支援課・子育て相談課・教育支
援課・障害福祉課において意見交換等
を実施した。
・児童発達支援センター等について：　
意見交換等7回・見学1回
・医療的ケア児に関する庁内連携会議：
2回

庁内で発達支援に関わる
部署間での連携の充実を
図った。

引き続き、切れ目のない
発達支援に向けて、関係
部署間の連携を図る。

進行中

健康課 成人期における精神保健相談対応の
中で、発達障害の相談対応を実施し
た。

発達障害の相談対応を行
うにあたり、庁内部署との
連携を密に行い支援を
行った。

切れ目のない支援体制の
充実を図るため、関係部
署間との連携がより効果
的に図れるよう引き続き取
り組む。

進行中

学校教育課
教育支援課
教育相談室

就学・転学相談における児童・生徒の
保護者の悩みに寄り添い、発達面の心
配事には必要に応じ、人権等に配慮し
ながら医療機関や他の支援機関との支
援のつなぎを行った。
就学・転学相談：100件

学齢期を超えた切れ目な
い支援体制について、関
係部署間で情報共有し、
相互理解が進んだ。必要
に応じて、スクールカウン
セラーやスクールソーシャ
ルワーカーとも連携し、適
切な支援を行った。

切れ目のない支援体制の
充実を図るため、関係機
関との連携強化に努め
る。家庭環境が複雑化・
多様化している相談内容
に組織横断的に対応して
いく。

進行中

59 民間保育園等におけ
る保育の質の向上に
向けた支援施策の実
施

保育人材の確保、保育士の業務負担の軽
減等を図ることにより、保育環境の充実、
保育・幼児教育の質の更なる向上を図る。

② 継続 子育て支援課 （ア）保育従事者宿舎借り上げ支援事業
を実施し、保育人材の確保、定着及び
離職防止を図り、保育の質の向上に資
する支援を行った。
保育従事者宿舎借り上げ支援事業実
施園：市内保育園11園

（イ）保育園等の職場環境のPRも兼ねた
紹介動画をテレビはむら、YouTube、Ｓ
ＮＳ、保育展で放映した。
紹介動画撮影園：13園

事業者に対し、補助を実
施、また紹介動画を放映
することで保育人材の確
保、離職防止に寄与する
ことができた。

引き続き、事業を実施して
いく。

進行中

60 認証保育所事業の運
営支援

多様化する保育ニーズに対して、民間事業
者が行う既存の認証保育所事業を支援す
る。

② 継続 子育て支援課 （ア）市内在住児童が利用する認証保
育所の運営支援を行った。
利用児童数：延566人

（イ）認証保育所利用者負担軽減補助
金を交付し、保護者の育児に伴う負担
軽減や子育てと就労の両立支援を実施
した。
該当児童数：22人

多様な保育サービスの提
供により、保護者の子育
て及び、就労の両立支援
を図ることができた。

事業のPRを行いながら、
引き続き支援に取り組ん
でいく。

進行中
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羽村市男女共同参画基本計画進ちょく状況一覧　　【令和5年度実績】

基本目標５　ワーク・ライフ・バランスの推進

評       価 課題と改善点

実績に対して特記すべきこと
施策 主な取組 № 事　業　名 事業概要

主な
取組み

区分 担当課 R5年度実績
進ちょく
状　況

子育て支援課 第2期子ども・子育て支援事業計画に基
づき、延長保育事業や一時預かり事業
などの多様なニーズに対応した保育
サービスの提供を行うための支援を
行った。また、保育施設への医療的ケ
ア児の受入れガイドラインに基づき、医
療的ケア児の受入支援を実施した。
実施園：市内保育園2園

各種保育サービスを実施
することで様々な保育
ニーズに対応することが
できた。

第2期子ども・子育て支援
事業計画に基づき、引き
続き、多様なニーズに応
じた保育サービスを実施
していく。

進行中

子育て相談課 ファミリーサポート事業では就労等の事
情により保護者では対応困難な場合の
学童や習い事等に付随する送迎時の
支援を実施。
また乳幼児ショートステイ事業では保護
者の受診や休息、就労等様々な事情に
対応し宿泊も含めた保育サービスを提
供した。　
・ファミリーサポート事業
利用回数：延437回
・乳幼児ショートステイ事業
利用者数：延235人

保護者のニーズに合わせ
た保育サービスを提供す
ることができた。

引き続き相談の中から、
保護者のニーズに合致し
た保育サービスを提供し
ていく。

進行中

62 多言語通訳システムを
活用した子育て相談

外国籍市民の子育て家庭との面接や訪問
の際に、タブレット端末を利用したテレビ電
話通訳により相談対応を行う。

② 継続 子育て相談課 窓口面接、訪問先での面接、健診時な
どで活用。母国語による支援を行った。
利用実績：106件（手話通訳含む）

母国語で会話ができるこ
とで手続きや支援につい
て理解を深めることができ
た。

引き続き、活用していく。 進行中

63 多胎児家庭の支援 専門資格を持ったヘルパーを派遣し、子育
てに支援が必要な家庭をサポートする養育
支援ヘルパー派遣事業について、多胎児
家庭向けメニューを新設する。

② 継続 子育て相談課 実施体制を整備し、令和5年度は1家庭
34回（68時間）の利用があり、ニーズに
沿ったサービスの提供ができた。

新規委託事業者の開拓
により、対象者のニーズに
応えられる体制が整備さ
れ、利用につながった。

更に周知を図り、必要な
家庭へのサービス提供を
図っていく。

進行中

64 ファミリー・サポート・セ
ンター事業の推進

協力会員と利用会員が支え合いながら、地
域で子育てを行うことを推進し、仕事と育児
の両立を支援する。

② 継続 子育て相談課 社会福祉協議会に委託し事業を実施し
た。
協力会員：64人
利用会員：132人
両方会員：5人（再掲）
利用回数：437回

仕事と育児の両立をする
ための支援を行うことがで
きた。

利用会員、協力会員とも
に増やすための取り組み
と多様なニーズに対応す
るための事業の充実につ
いて検討する。

進行中

61 多様なニーズに対応し
た保育事業の実施

多様なニーズに対応する保育サービスの
充実を図る。

② 継続
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羽村市男女共同参画基本計画進ちょく状況一覧　　【令和5年度実績】

基本目標５　ワーク・ライフ・バランスの推進

評       価 課題と改善点

実績に対して特記すべきこと
施策 主な取組 № 事　業　名 事業概要

主な
取組み

区分 担当課 R5年度実績
進ちょく
状　況

65 学童クラブ事業の充実 仕事と育児の両立支援として、児童の遊び
や生活の場となる学童クラブ事業の充実を
図る。

② 継続 子育て支援課 （ア）羽村市内学童クラブの運営・管理
12学童クラブ

（イ）学童クラブにおける育成の質の向
上
・学童クラブ支援員・補助員対象の研修
会：2回
・市内全学童クラブ　パソコン配備及び
Wi-Fi環境設定
・主任支援員会議：3回
・障害児の支援体制のマニュアル化
・学童クラブ入所申請手続きの電子化
LOGOフォーム・AI-OCR・RPA活用
・学童クラブにおける配食サービスの実
施
配食サービス（夏季・冬季・春季　学校
休業中）：3回実施

（ウ）学校施設内における学童クラブ運
営の検討
市内小学校１校　学校施設内の学童ク
ラブ設置の検討・方向性の決定

国の「新・放課後子ども総
合プラン」に基づく対応を
図っていくよう検討を進
め、当初の計画以上の成
果を挙げることができてお
り、学童クラブの運営の充
実につながったと評価す
る。

今後も、国の「新・放課後
子ども総合プラン」に基づ
き、学校施設内の学童ク
ラブ設置や放課後子ども
教室との一体的運用、対
象学年の拡充に向けて検
討していく必要がある。

進行中

66 保育所の適正な運営
の確保

保育所運営費等や保育士の処遇改善など
について、適切な見直しを行うよう国・東京
都へ働きかける。

② 継続 子育て支援課 運営費、保育士の確保や処遇改善に
ついて、適切な対応を行うよう全国市長
会を通じて国へ要望した。東京都にお
いても、国へ要望している。

保育サービスや保育所の
運営など、質の改善を図
ることができた。

引き続き、アレルギー児や
障害児等、多様なニーズ
に対応した児童を受け入
れる施設への補助や保育
士確保のための補助制度
の拡充について、国や東
京都へ要望していく。

進行中

67 広報などを利用した介
護や福祉の制度の周
知

パンフレットや広報紙、公式サイトを活用す
るとともに、出前講座などを通じて介護や
福祉の制度を周知する。

③ 継続 高齢福祉介護課 窓口でのパンフレットの配布や広報は
むらへの掲載、市公式サイトの更新等を
行った。

介護保険制度の周知を
図った。

引き続き、わかりやすい介
護保険制度の周知に取り
組んでいく。

進行中

68 地域包括支援センター
を中心とした総合的な
支援

地域包括支援センターの総合相談を中心
に、医療や介護、日常生活支援、権利擁護
等の視点に立ち、関係機関と連携して高齢
者や家族介護者を包括的に支援します。

③ 継続 高齢福祉介護課 市内3か所の地域包括支援センターと
毎月定例会を開催し、情報共有、連携
推進に取り組んだ。また、総合相談、権
利擁護相談、介護予防支援、認知症対
応の普及啓発などを行い、地域で暮ら
す高齢者及び、家族介護者を支援し
た。

高齢者や地域の方々へ
の包括的、継続的な支援
を行った。

引き続き、身近な相談先と
して、地域包括支援セン
ターの周知に取り組んで
いく。

進行中

69 家族介護支援事業の
実施
【再掲 4-（2）-②№43】

高齢者を在宅で介護している家族等の介
護者同士が情報交換を行ったり、介護知識
を習得したりできるよう、交流会を開催す
る。

③ 継続 高齢福祉介護課
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羽村市男女共同参画基本計画進ちょく状況一覧　　【令和5年度実績】

基本目標５　ワーク・ライフ・バランスの推進

評       価 課題と改善点

実績に対して特記すべきこと
施策 主な取組 № 事　業　名 事業概要

主な
取組み

区分 担当課 R5年度実績
進ちょく
状　況

70 介護予防リーダーの
育成

地域の人材の中から、介護の知識や情報
を伝えるリーダーを育成するとともに、地域
集会施設などの活用により、介護予防の取
組を地域に広める。

③ 継続 高齢福祉介護課 （ア）ボランティア養成研修（介護予防
リーダー育成事業）を実施した。
①育成研修（12日間）
参加者：延60人（うち男性0人）
②フォローアップ研修
実施日：令和6年2月7日・15日・3月8日
参加者：延91人（うち男性0人）

（イ）市内10か所の地域集会施設を会場
に、介護予防リーダーが運営する体操
教室の支援を実施した。
介護予防リーダー参加者数：36人（うち
男性0人）

育成研修に参加した5人
が、新たに介護予防リー
ダーとして活動を開始し
た。地域の高齢者を対象
に市内10か所の会場で、
感染症対策を講じなが
ら、介護予防活動を実施
した。

引き続き、介護予防リー
ダーの新たな担い手を育
成し、活動の継続を支援
する。

進行中

71 徘徊高齢者探索サー
ビス事業の実施

高齢者の徘徊などによる家族の心労や負
担を軽減するため、徘徊高齢者探索サー
ビス事業を実施する。

③ 継続 高齢福祉介護課 徘徊高齢者の介護者に位置情報を提
供するGPS端末を貸与し、また、保護に
必要な情報を確認できる見守りシール
を配付した。
GPS端末利用者：11人(R6.3.31現在)
見守りシール利用者：9人(R6.3.31現在)

徘徊高齢者の安全確保
や家族の負担軽減を図っ
た。

引き続き、事業の周知に
取り組んでいく。

進行中

72 高齢者見守り事業の
実施

高齢者の見守りについて協力事業者を拡
大するとともに、事業者と市の連携を推進
することで、地域での高齢者見守り体制の
充実を図る。

③ 継続 高齢福祉介護課 事業者等と高齢者の見守りに関する協
定の締結、協力依頼を行った。
協定締結事業者数：30事業者
協力依頼事業者数：18事業者

新たに9事業者と協定を
締結した。

引き続き、協力事業者を
増やし、高齢者の見守り
体制の充実に向け取り組
んでいく。

進行中
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羽村市男女共同参画基本計画進ちょく状況一覧　　【令和5年度実績】

基本目標６　地域活動における男女共同参画の推進

評       価 課題と改善点

（１）地域
活動にお
ける男女
共同参画
の推進

①地域活動への
参画促進
②地域活動にお
ける女性リー
ダーの育成
③地域の防災力
の向上のための
女性の参画支援

地域振興課 （ア）都立羽村高等学校連携事業
「総合的な探求の時間」の授業を活用
し、羽村市について主体的に考える機
会を創出するとともに、まちづくりに関す
る興味や関心を醸成し、市民参画の
きっかけづくりを行った。
実施日：講演会　令和5年4月19日（水）
参加者：都立羽村高等学校2年生
実施日：発表会　令和6年2月7日（水）、
14日(水)
参加者：都立羽村高等学校2年生、1年
生

（イ）ファシリテーター入門講座
年代を問わず、地域の人材を活用した
地域コミュニティの活性化につなげるた
め、対話の場づくりに役立つ「ファシリ
テーション」を学ぶ講座を実施した。
実施日：令和6年3月3日（日）
参加者：10人（男性4人、女性6人）

（ア）参加した生徒が興味
を持って羽村市について
考えることで、市民参画の
きっかけを創出することが
できた。

（イ）ペアワークやグルー
プワークを中心に対話体
験など実践的な講習内容
とすることで、地域活動の
人材育成を図ることができ
た。

（ア）都立羽村高等学校と
担当課と調整を図りながら
内容の充実を図ってい
く。

（イ）引き続き、地域コミュ
ニティの活性化につなが
るよう、事業内容の充実を
図りながら実施してく。

進行中

企画政策課 杏林大学との包括連携に基づき、学生
の市の事業への参加やインターンシッ
プなどにより、まちづくりへの参加機会
を創出した。
（ア）市の事業への学生の参加・協力
・BLS等救命救急講習会
実施日：6月16日(金)
参加者：50人
・健康寿命延伸プロジェクト
実施日：6月10日(土)、8月19日(土)、12
月16日(土)、2月10日(土)
参加者：10人
・杏林大学学生連携講座
実施日：12月9日(土)
参加者：11人
・青梅・羽村ピースメッセンジャー事業　
実施期間：6月～8月
参加者：1人

（イ）インターンシップ・実習
・市役所インターンシップ
実施期間：8月～9月
参加者：5人
・統合看護学実習
実施期間：6月
参加者：3人

参加した学生が取組を通
じて羽村市に興味を持
ち、まちづくりに関わる機
会を創出することができ
た。

大学との連携を図り、学生
の参画機会の充実を図っ
ていく。

進行中

実績に対して特記すべきこと
施策 主な取組 № 事　業　名 事業概要

主な
取組み

区分 担当課 R5年度実績
進ちょく
状　況

73 若い世代のまちづくり
への参加の機会の検
討・提供

若い世代がまちづくりや地域コ
ミュニティを担う人材として活躍す
ることができるよう、まちづくりへ
の参加機会の検討・提供に取り組
む。

① 継続

21



羽村市男女共同参画基本計画進ちょく状況一覧　　【令和5年度実績】

基本目標６　地域活動における男女共同参画の推進

評       価 課題と改善点

実績に対して特記すべきこと
施策 主な取組 № 事　業　名 事業概要

主な
取組み

区分 担当課 R5年度実績
進ちょく
状　況

地域振興課 各町内会・自治会が行うコミュニティ事
業に対する助成金を交付し、活動支援
を行った。

助成金を交付し、町内会・
自治会活動を支援するこ
とで、地域コミュニティの
活性化を図った。

継続して実施していく。 進行中

高齢福祉介
護課

各高齢者クラブ（28クラブ）や高齢者ク
ラブ連合会に対して補助金を交付し、
活動を促進した。また、高齢者クラブ連
合会女性部が行う研修などを支援し
た。

社会奉仕活動や友愛訪
問活動、健康づくり活動
などの活動費の一部を助
成することで、高齢者クラ
ブへの支援を図った。

高齢者の健康、生きがい
づくり活動の推進は重要
であることから、引き続き、
支援していく。

進行中

地域振興課 （ア）市民活動団体等の相談業務を実
施した。
相談件数：45件

（イ）市民活動団体連携協議会の運営
支援を実施した。
協議会実施回数：3回（令和5年7月、10
月、令和6年1月）
拡大意見交換会：1回(令和6年2月)

団体設立等の市民活動
に関する相談業務を行う
ほか、「市民活動団体連
携協議会」の運営支援を
行った。

団体間の交流・連携を深
めるなど、男女がともに市
民活動を図れるよう継続し
て実施していく。

進行中

生涯学習推
進課

（ア）文化協会や社会教育関係団体（学
習・文化団体）に対する補助金を交付
し、活動を支援した。

（イ）社会教育関係団体等を対象として
社会教育施設の使用料の減額規定を
設け、活動の支援を行った。

（ウ）生涯学習に関する情報提供のツー
ルとして「団体・サークルガイド」、「はむ
ら人ネットガイド」の発行及び市公式サ
イトへの掲載を行い、市民や団体に対
して情報提供を行った。
・団体・サークルガイド：440部
・はむら人ネットガイド：300部

（エ）第54回羽村市文化祭
実施期間：令和5年10月8日(日)～11月
3日(金・祝)
参加者：展示発表47団体、個人5人、
ホール発表53団体
来場者：延15,157人

（ア）活動費の一部を補助
することで、社会教育関
係団体の支援を行った。

（イ）社会教育施設の使用
料の減額により活動を支
援することができた。

（ウ）新たな学習や活動を
求める市民への情報提供
や団体活動の活性化の
一助となるよう、支援に取
り組んだ。

（エ）羽村市文化祭は日
頃の文化活動の発表の
場として、多くの参加者と
来場者がゆとろぎに集い
盛況に開催することがで
き、文化の発展と市民同
士の交流の促進を図るこ
とができた。

団体等の更なる発展・充
実を図るため、引き続き、
ガイドの発行等を行い、
新たな社会教育関係団体
の創設や既存団体の発
展、充実に取り組む。
また、文化活動団体の減
少、高齢化が課題となっ
ていることから、今後も羽
村市文化協会等と連携
し、新たなサークルの立ち
上げ支援や、循環型生涯
学習の推進を図ってい
く。

進行中

74 地域活動への支援 地域コミュニティの基幹である町
内会・自治会や高齢者クラブ等の
活動支援を行い、市民の地域活
動への参加を促進する。

① 継続

75 NPO法人や市民活動
団体、社会教育団体
などへの活動支援

NPO法人や市民活動団体の設立
や活動を支援するとともに、他団
体との協働の機会や市の事業な
どでの成果発表の場を提供する
など、学習や活動の成果を発表で
活かせるように支援を行う。

① 継続
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基本目標６　地域活動における男女共同参画の推進

評       価 課題と改善点

実績に対して特記すべきこと
施策 主な取組 № 事　業　名 事業概要

主な
取組み

区分 担当課 R5年度実績
進ちょく
状　況

76 市民活動講座の実施 地域活動などの分野で男女がと
もに参画できるよう、市民活動講
座を実施する。

① 継続 地域振興課 市民活動講座などを実施した。
①市民活動に役立つスマートフォン講
座
・情報発信（インスタグラム）編
実施日：令和6年2月25日（日）
参加者：9人（男性2人、女性7人）
・コミュニケーション(LINE)編
実施日：令和6年3月10日（日）
参加者：10人（男性2人、女性8人）

②ファシリテーター入門講座
実施日：令和6年3月3日（日）
参加者：10人（男性4人、女性6人）

男女共同参画が図られる
よう、市民活動講座を実
施し、市民活動意識の向
上が図ることがきた。

継続して実施していく。 進行中

77 市民ボランティアの育
成と支援

ボランティアの質を高め、ボラン
ティア活動が積極的に行えるよ
う、市民ボランティアの養成講座
などを実施する。

① 継続 地域振興課 ボランティア活動の安定と充実を図るこ
とを目的に、講座を実施した。
①市民活動に役立つスマートフォン講
座
・情報発信（インスタグラム）編
実施日：令和6年2月25日（日）
参加者：9人（男性2人、女性7人）
・コミュニケーション(LINE)編
実施日：令和6年3月10日（日）
参加者：10人（男性2人、女性8人）

②日本語ボランティア入門講座
　（羽村市後援事業）
実施日：令和5年8月26日（土）
参加者：18人

講座を通じて、ボランティ
アに関する知識を学ぶほ
か、ボランティア活動の意
識向上を図ることができ
た。

継続して実施していく。 進行中

78 高齢者の就労支援促
進のためのシルバー
人材センター事業へ
の支援
【再掲　2-(2)-①№11】

高齢者の就労や社会参加を促進
するため、シルバー人材センター
事業への支援を行う。

① 継続 高齢福祉介
護課

79 小地域ネットワーク活
動の支援

地域住民が主体となって、支え合
いや見守りなどの実践活動を行う
小地域ネットワーク活動を支援す
る。

① 継続 社会福祉課 小地域ネットワーク活動を推進する羽村
市社会福祉協議会に対して助成金を
交付し、活動の支援を行った。
助成団体：35団体

地域住民を主体とした支
え合いや見守り活動を支
援することができた。

令和5年度において、4地
区が活動を実施しなかっ
たので、状況を把握し、活
動を支援する。

進行中

80 住民主体の通いの場
の活動支援

住民が主体的に運営する介護予
防のための通いの場を市内全域
に展開していくため、リハビリテー
ション専門職と連携して、通いの
場の立ち上げと充実を支援する。

① 継続 高齢福祉介
護課

住民が主体となって運営する体操グ
ループとして、通いの場を新規に3団体
立ち上げた。

住民主体の通いの場の新
規立ち上げのほか、活動
継続の支援を行った。ま
た、体力測定やリハビリ
テーション専門職による助
言を通じて、参加者のモ
チベーションを向上させ
た。

高齢者の健康、生きがい
づくり活動の推進は重要
であることから、引き続き、
支援していく。

進行中
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基本目標６　地域活動における男女共同参画の推進

評       価 課題と改善点

実績に対して特記すべきこと
施策 主な取組 № 事　業　名 事業概要

主な
取組み

区分 担当課 R5年度実績
進ちょく
状　況

高齢福祉介
護課

老人福祉センター及び高齢者在宅
サービスセンターにおいて、概ね60歳
以上の高齢者を対象に、23講座（ボラ
ンティア講座含む）を開催した。
講座受講者:延6,674人

高齢者の仲間づくりの場
の提供と、生きがいづくり
の支援を行った。

高齢者の健康、生きがい
づくり活動の推進は重要
であることから、引き続き、
支援していく。

進行中

生涯学習推
進課

参加者の健康維持を目的とした杏林大
学学生連携企画「散歩の達人直
伝！！あなたの日常をちょっぴり変え
る、地元お散歩講座！」や、趣味づくり
のきっかけとなることを目的とした「ビー
ズ刺繍ワークショップ」を開催した。
参加者：2講座延56人

高齢者の健康維持や趣
味づくりの支援を行った。

引き続き、高齢者の健康
維持や趣味づくりに関す
る講座を実施していく。

進行中

82 市民提案型協働事業
の充実

社会課題や地域課題の解決につ
なげるため、市民活動団体が主
体となり、市と協働で実施する事
業を募集し、実施する。

① 継続 地域振興課 市民提案型協働事業として2事業採択
し、事業を実施した（提案:3事業）。
・子ども参画のまちづくり協働事業
協働団体：はむらプレーパークの会
参加者：延456人（うち子ども：276人）
・リアルてらこや
協働団体：らいむぎハウス
参加者：延695人（うち子ども429人）

男女共同参画が図られる
よう、市民活動団体と協働
して事業を実施することで
地域課題の解決につなげ
た。

継続して実施していく。 進行中

83 広報などを利用した地
域活動への助成の参
画意識啓発

地域活動などの分野での方針決
定過程に女性が参画できるよう、
広報紙等による意識啓発を行う。

② 継続 総務課 広報はむらに「ミニコラム」を掲載し、意
識啓発を行った。
「自分の中の『アンコンシャス・バイアス』
を見つめなおす」（令和6年3月1日号）

様々な分野での方針決定
過程に女性が参画する
きっかけになるよう、必要
な情報を提供することが
できた。

引き続き、広報紙等を通
じて意識啓発に努めてい
く。

進行中

84 地域防災計画に基づく
防災対策の推進

男女共同参画の視点を考慮しな
がら、地域防災計画に基づく防災
対策を推進する。

③ 継続 防災安全課 災害時において避難所に避難所連絡
員及び連絡班として派遣する職員につ
いて、職員研修として男女共同参画研
修を受講するとともに、各避難所に女性
を１人以上配置した。

避難所の運営において、
男女共同参画の視点を考
慮することができる人員体
制を整えることができた。

継続して実施していく。
また、次期地域防災計画
の修正では、計画の前提
内に女性や子ども、性的
マイノリティなど多様な視
点に配慮するよう盛り込ん
でいく。

進行中

85 防災分野に関する取
組みへの女性の参画

災害時における女性の視点をより
反映していくため、防災分野への
女性の参画を推進する。

③ 継続 防災安全課 従来から行っている団員募集の記事を
広報はむらや消防団だよりに掲載する
とともに、団員募集の映像を市公式サイ
トで配信した。

令和５年度に女性消防団
員２人の新規加入があっ
た。

今後も、様々な広報媒体
やイベントを活用し、女性
消防団員の活動状況を市
内外に積極的にPRしてい
くことで、新たな女性消防
団員の確保に繋げてい
く。
また、令和5年度から制定
した羽村市学生消防団活
動認証制度も活用し、女
性消防団員の確保に向
けて取り組む。

進行中

81 アクティブシニア向け
講座等の充実

社会参加などのきっかけづくりを
行うため、健康維持や地域での活
躍を目指そうとするアクティブシニ
アを応援する講座や、趣味などを
通した生きがいづくりのための講
座等を開催する。

① 継続
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